
様式第１号（第９関係）

番号 意見 検討結果（県の考え方）
決定への
反映状況

1

　岩手県では男性の働き盛り世代の自殺が多く、対策が必要
とされているが、「重点施策および主な取組事項」における
「⑫勤務問題による自殺対策を更に推進する」の部分の記載
は国の資料と比較しても特に不十分であり、少なくとも過重
労働やハラスメントに関する対策などを追記すべきと考え
る。
　なお、岩手労働局の資料によると、岩手県では全国平均と
比較して長時間労働が続いているのが現状である。また、本
県は中小零細企業が多く、殆どが労働安全衛生法上のストレ
スチェック制度は義務化されていないことから、地域窓口
（地域産業保健センター）の活用が有用と考える。

・現状と課題に、本県が全国平均と比較して年間総実労働時
間が長いことを追記しました。
・御意見を参考に、メンタルヘルスや産業保健事業に携わる
関係機関と連携を図りながら、労働者のメンタルヘルスケア
への取組を推進していきます。

B（一部反映）

2

　自殺対策においては関連施策との有機的な連携が求められ
ているが、アクションプラン本文では他の施策の記載が「健
康いわて21プラン」以外見当たらなかった。
　岩手県では、岩手県保健医療計画、岩手県アルコール健康
障害対策対策推進計画、いわていきいきプラン2020など様々
な計画を策定、実施しておりますので、これらの計画を明記
して頂くと良いのではないかと考えます。

・計画の推進に当たり、いわて県民計画をはじめ関連施策に
係る計画との整合性を図る旨追記します。

A（全部反映）

3

　久慈モデルは、①ネットワークの構築、②一次予防、③二
次予防、④三次予防、⑤精神疾患へのアプローチ、⑥職域へ
のアプローチの６つの骨子で構成されている。公衆衛生学的
には、⑤は二次予防に該当し、⑥には一次～三次予防の全て
の段階からのアプローチが必要になると思われる。地域保健
の立場では②～④、医療の立場では⑤、産業保健の立場では
⑥の骨子ということは拝察できるが、⑤⑥が骨子として②～
④と併記されているのは、用語の定義上、混乱を招くのでは
ないかと考える。

・久慈モデルの６骨子（項目）は、それぞれが相互補完的な
関係にあり、これらの骨子（項目）を包括的に行うことが重
要と認識しています。
　プランにも上記の趣旨を明記することとします。

A（全部反映）
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4

　岩手県の保健所別の自殺死亡者率では二戸保健所が１位又
は２位と高位に推移している。
　この対策として目標にある「一人でも多くの自殺を防ぐ」
ために、二戸保健所に求められる役割として取り組みを強化
する必要がある。
　具体的対策として、「久慈モデル」と称される地域全体で
取り組む包括的な自殺対策プログラムを用いての支援を推進
する必要がある。しかし、「久慈モデル」プログラムの二次
予防までは全市町村で実施され、三次予防も周知活動や交流
の場が開催されているが、二戸保健所の地域はどの様な状況
か詳細は不明である。
　市町村行政の保健師は、住民に身近な存在として、住民の
暮らしに密着した相談支援事業を推進していくために重要な
役割を担っている。
　今後、二戸保健所管内においても地域の状況に応じた施策
が推進できるよう専任の保健師を配置し、地域連携レベルや
対人支援レベルの方策の沿った対策を強化する必要がある。
　この取り組みにより、岩手県のアクションプランが有効で
自殺者が減少することを望む。

・自殺対策アクションプランは、県全体のプランのほか、二
戸地域を含む県内９つの保健福祉医療圏域ごとに地域自殺対
策アクションプランを策定し、それぞれの地域特性に応じた
自殺対策を推進することとしています。
　御意見は施策推進に当たっての参考とします。

D（参考）

備考

区　分 内　容

Ａ（全部反映） 意見の内容の全部を反映し、計画等の案を修正したもの

Ｂ（一部反映） 意見の内容の一部を反映し、計画等の案を修正したもの

Ｃ（趣旨同一） 意見と計画等の案の趣旨が同一であると考えられるもの

Ｄ（参考） 計画等の案を修正しないが、施策等の実施段階で参考とするもの

Ｅ（対応困難） Ａ・Ｂ・Ｄの対応のいずれも困難であると考えられるもの

Ｆ（その他） その他のもの（計画等の案の内容に関する質問等）


